
【水虫治療薬について】

水虫治療薬は一般に抗真菌薬という薬が

使われます。抗真菌薬には外用薬（塗り薬）

と内服薬（飲み薬）があり、爪白癖のような

爪の中に薬の成分が届きにくい難治性のも

のは内服薬が第一選択になります。

外用薬の効果を発揮させるためには、薬

をきちんと塗ることが大切です。特に、入浴

後は皮膚の角質層がふやけていて薬がしみ

こみやすいので、お風呂上がりに薬を塗る

のが効果的です。また、白癖菌を逃さないた

めにも、患部を中心に広く塗ります。さら

に、患部の清潔、乾燥を心がけることも重要

です。角質層の表面を清潔に保つことは、白

癖菌の新たな進入の防止、水虫の悪化防止

に役立ちます。また、乾燥は菌の発育を遅ら

せます。これから寒くなる時期は白癖菌の

活動が弱まりますが、症状が消えても最低

1ヶ月は根気よく治療を続ける必要があり

ます。自己判断で勝手に治ったと決めず、必

ず医師に判断してもらうことが大切です。

内服薬は 3ヶ月～ 6ヶ月の服用が必要と

なり、経過を見ながら医師が効果を判定し

ます。内服薬はまれに肝機能障害や貧血な

どの副作用がでることがあるため、血液検

査で副作用をチェックしながら治療を継続

することになります。また、他の薬との飲み

合わせが悪い場合もありますので、ご自分

で服用されている薬は医師、薬剤師に必ず

チェックしてもらいましょう。

（薬剤科長冨樫達）

【水虫治療と食事】

水虫の治療に食事は直接関係は少ないよ

うですが、角質層が厚くなる「角質増殖型」

と固い爪に白癖菌が入り込んだ「爪白癖」

の場合は、内服薬で治療を行う場合があり

ます。この内服薬は、副作用として「肝機能

の異常」「貧血」が起こりうると云われてい

ます。既に肝臓病があったり、高血圧、高脂

血症などのお薬を内服している場合は、の

み合わせの問題があり、この内服薬は使用

できないことがあります。

そのためにも高血圧や高脂血症など生活

習慣病と云われる病気の対策として、早期

に健康的な食生活習慣を身につけておくこ

とはとても大切です。肝臓を守る食事、貧血

予防や高血圧予防の食事ではまず基本であ

る① 3食きちんと食べること。②主食、主

菜、副菜とバランスのとれた食事を心がけ

ること。③野菜をたくさん食べること。④良

質の蛋白質（魚介類、豆腐、納豆、卵、脂身の

少ない肉、牛乳など）を毎日食べること。⑤

鉄、ビタミンB6、葉酸を多く含んだ食品（か

き、さざえ、はまぐり、小松菜、ほうれん草、

ブロッコリー、トマトやさつまいも）また

果物（みかん、いちご、メロンなど）もビタ

ミンCが補給され鉄の吸収がよくなりま

す。⑥さらに塩辛いものを控えることは云

うまでもありません。

以上のことを一言で云うと「少しずつい

ろいろな色を取り混ぜて」と覚えておくと

よいでしょう。

（管理栄養土浅井和子）
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「山茶花（さざんか）」：椿科

くす（樟）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多く見られ

ます。種々の精油成分を含み、良い香りがします。樟

脳をはじめ色々な薬用成分が抽出されるなど有用な薬

用樹でもあります。また、くすし（薬師）とは、医師の

ことを指し、くすしぶみ（薬師書）は医術に関する書物

のことを言います。本紙はこのくすにあやかり、健康

な生活を送るために情報を提供します。

気楽に読んで健康を守りましょう。



診療 時 間 s:ao～11:00
（診療受付時間 s:ao～11: 00) 

ただし、急患はいつでも受診できます。

（診療科目）総合医療センター［総合診療科、血液・腰

原病内科、内分泌・代謝内科、腎臓内科（腎センター）、

神経内科明白神経センター）、呼吸器科（呼吸器センター）、］

心臓血管センター（循環器科、心臓血管外科）、消化器病

センター（消化器科）、精神科、小児科、外科、小児外科、

整形外科、脳神経外科（脳神経センター）、形成外科、

泌尿器科、産婦人科、感覚器tント（眼科、耳鼻咽喉科、

皮膚科）、気管食道科、リハビリテーション科、画像診断・治療

センター（放射線科）、麻酔科、歯科・口腔外科、救命救

急センター、人間ドヴク、脳ドック

診療科の特色：皮膚科

当科で診療する病気は非

常に幅が広く、虫刺され、

しっしん、かぶれなど皮膚に

かゆみを伴う皮膚炎といわ

れるもの、水虫、とびひ、帯状

植疹などの皮膚感染症、い

ぽ、ほくろ、皮膚癌といった

（皮膚科医長加口敦士）腫揚と呼ばれるものなどさ

まざまです。病気によっては外来治療で治っていく

もの、症状が強く入院での治療が必要なものなどあ

り、それぞれの病気の状態によって最適な治療法、

治療環境を提供するように努力をしております。

また他の診療科に入院中の患者さまの皮膚病（か

ぶれや薬まけ、とこずれなど）にも対応して、でき

るだけ入院生活の質をあげるようにがんばってお

ります。

【水虫（白癖菌）について】

世の中にはカビと言われるものがたくさ

ん存在しており、私たち人間と共存してい

ます。納豆菌や乳酸菌といった私たちの生

活に役立ってくれるものばかりならいいの

ですが、人間に病気を起こす厄介者もいま

す。その代表格が皆さんご存知の水虫菌で

す。水虫菌は正式には白癖菌（はくせんき

ん）と呼びます。今回は白癖菌のお話をし

てみたいと思います。

①かゆくないから水虫ではない？

「自分の足はかゆくないから水虫では

ない」といわれる方がいらっしゃいま

す。白癖菌が住み着いて増殖を始めたこ

ろ、私たちの体はこの迷惑な厄介者を追

い出そうと激しい炎症を起こして抵抗し

ます。この炎症がかゆみのもとになりま

す。これが急性期の水虫の症状です。しか

し、しばらく時間がたつと、私たちの体は

白癖菌に対しての炎症を起こさなくな

り、共存状態（慢性化）となります。急性

期の水虫の方が治療への反応は良いの

で、水虫はかゆいときが治し時です。

②涼しくなって水虫がいなくなった？

「毎年夏は水虫が出るが、涼しくなると

勝手に治るから」と言われる方がいらっ

しゃいます。梅雨から夏にかけてのジメ

ジメした時期は人間にとっては不快なも

のですが、白癖菌にとっては最高に過ご

しやすい時なのです。そのときに増殖し

て症状は顕著になります。秋になり気温・

湿度が下がっても白癖菌は勝手に出て

行ってはくれません。また来年のいい季

節まで皮膚の中でじっとして待っている

のです。白癖菌がおとなしく、数も少なく

なった時こそ、やっつけるチャンスです。

夏に始めた治療を冬にも続けることで次

の夏にはずいぶんと効果が実感できると

思います。

③市販のお薬は効かない？

現在市販されている水虫の薬はすべて

病院から処方されるものと同じ効き目で

す。 1本買って塗りきって止めると、また

出てくるのでそう思われるのでしょう。

これは病院からの処方の塗り薬でも同じ

です。前にも述べたように、続けることが

水虫の治療にはもっとも大事なことなの

です。

（皮膚科医長加口敦土）
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